
平成28年11月末現在の
人口の動き

●人口　 14,202人（前月比−3人） 男 7,092人（−5人） ●外国人人口 100人（前月比−4人）男 54人（−2人）女 46人（−2人）
　（外国籍除く） 　（前年比−79人） 女 7,110人（＋2人） ●世帯数 4,532世帯（外国人のみの世帯含む）
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　あけましておめでとうございます。
　お正月の風物詩の一つが書き初めです。
　写真は亀代小学校３年２組の習字の授業で
学校支援地域本部サポーターの皆さんが先生
とともに指導している様子。学校での授業に
一役買ってくれています。
　児童の皆さんは先生やサポーターの皆さん
の指導を受け一字一字を丁寧に書き、学校で
行われる書き初め大会や新潟県書き初め大会
に向けて熱心に毛筆の練習をしました。
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し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
次
期
大
統
領
の
ト
ラ
ン
プ

氏
は
、
本
年
１
月
20
日
の
就
任
日
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
離
脱
を

す
る
と
明
言
し
、
発
効
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
を
成
長
戦
略
の
柱
と
し
て
き
た
安
倍
政
権
に
は
大
き
な

打
撃
に
な
り
か
ね
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
暮
れ
に
は
、
国
民
の
賛
否
両
論
が
あ
る
な
か
、

カ
ジ
ノ
や
ホ
テ
ル
、
商
業
施
設
な
ど
の
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

施
設
を
整
備
推
進
す
る
た
め
の
法
案「
カ
ジ
ノ
解
禁
法
案
」

が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
カ
ジ
ノ
合
法
化
に
際
し
て
最
も
懸
念
さ
れ
る

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
」
に
陥
る
患
者
が
ま
す
ま
す
増
え
、

治
安
の
悪
化
も
含
め
て
深
刻
な
社
会
問
題
に
も
発
展
し
か

ね
な
い
と
の
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
泉
田
知
事
の
任
期
満
了
に
よ
る
県
知
事
選

挙
が
10
月
16
日
に
執
行
さ
れ
、
米
山
知
事
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
の
問
題
、
日
本
海
横
断
航
路

計
画
の
中
古
船
購
入
問
題
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
農
業

問
題
、
そ
し
て
暮
れ
に
関
川
村
と
上
越
市
の
養
鶏
場
で
発

生
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
被
害

対
応
な
ど
、
県
政
課
題
が
山
積
み
し
て
い
る
な
か
、
米
山

知
事
の
政
治
姿
勢
や
行
政
手
腕
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」・「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
」
と
合
わ
せ
て
将
来
像
を
見
据
え
た
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
医
療
の
中

核
と
拠
点
性
を
目
指
し
た
「
新
潟
聖
籠
病
院
」
が
９
月
１

日
に
開
院
し
、
休
診
し
て
い
た
聖
籠
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
内
科

と
し
て
診
療
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
・
総
合
戦
略
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
」
の
策
定
に
向
け
た
研
究
会

の
議
論
の
経
過
報
告
と
し
て
、「
住
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

明
る
い
話
題
と
し
て
は
、
昨
年
５
月
に
新
潟
東
港
に
初

め
て
７
万
ト
ン
ク
ラ
ス
の
豪
華
ク
ル
ー
ズ
客
船「
コ
ス
タ
・

ビ
ク
ト
リ
ア
号
」
が
寄
港
し
大
勢
の
皆
さ
ま
の
歓
迎
を
受

け
ま
し
た
。
今
後
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に
よ
り
本
町
を
は

じ
め
と
す
る
周
辺
市
町
村
の
観
光
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
国
内
外
や
県
・
本
町
に
お
い
て
大
き
く
揺

れ
動
い
た
一
年
で
し
た
。

　

本
年
８
月
に
は
、
本
町
が
町
政
施
行
し
て
か
ら
40
周
年

を
迎
え
ま
す
。
歴
史
あ
る
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
多
彩
な
記
念
事
業
を
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
分
か

ち
合
い
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
も
職
員
と
と
も
に
町
づ
く
り
に
精
進
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
本
年
１
年
の
限
り
な
い
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
１
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、国
内
外
で
様
々

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
が
戦
後
71
年
を
迎
え
る
な
か
、
オ
バ
マ
・
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
大
統
領
が
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
来
日
し
た
５

月
27
日
、
現
職
大
統
領
と
し
て
初
め
て
、
原
爆
の
被
災
地

で
あ
る
広
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。
広
島
訪
問
で
は
、
原
爆

資
料
館
を
視
察
、
平
和
公
園
で
は
献
花
と
黙
と
う
を
捧
げ
、

全
世
界
に
向
け
て
核
の
な
い
世
界
平
和
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
投
下
の
非
人
道
的
な
有

様
や
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
被
災
国
民
に
対
す
る
謝

罪
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
９
日
（
日
本
時
間
）
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
次
期
大
統
領
を
選
ぶ
選
挙
戦
は
激
戦
の
末
、
民
主

党
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
氏
を
共
和
党
の
ド
ナ
ル
ト
・

ト
ラ
ン
プ
氏
が
破
り
、
劇
的
な
勝
利
を
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
暮
れ
の
12
月
15
日
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大

統
領
が
来
日
し
、
安
倍
首
相
と
山
口
県
長
門
市
お
よ
び
東

京
都
内
で
首
脳
会
談
を
し
て
い
ま
す
。
会
談
で
は
、
終
戦

後
の
外
交
交
渉
課
題
で
あ
っ
た
北
方
領
土
の
返
還
や
平
和

条
約
締
結
・
経
済
協
力
が
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
極
東
地
域
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
な
ど
の
経
済
協
力
に
は
一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、

平
和
条
約
の
締
結
や
北
方
領
土
の
返
還
問
題
は
依
然
と
し

て
進
展
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

内
政
で
は
、
４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
り
、

熊
本
県
全
域
で
多
く
の
尊
い
人
命
を
失
い
、
家
屋
の
倒
壊

な
ど
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
御
霊
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
そ
し
て
早

期
の
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
職
選
挙
法
施
行
以
来
、
初
め
て
選
挙
権
の
年

齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
が
７
月
10
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
安
倍
首
相
率

い
る
政
権
与
党
が
過
半
数
を
超
え
る
69
議
席
を
確
保
し
大

勝
し
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
一
層
加
速
さ
せ
る
べ
く
大

胆
な
経
済
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
懸
案
で
あ
っ
た
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
な
ら
び
に
関
連
法
案
が
衆
・
参
両
議
院

で
審
議
さ
れ
可
決
成
立
し
て
い
ま
す
。

聖
籠
町
長　

渡

 

廣
吉

「
酉
」年

と
り

　

２
０
１
７
年
は
「
酉と

り

年ど
し

」
で
す
。

　

干
支
の
「
酉
」
は
「
ニ
ワ
ト
リ
」
の
こ
と
。
単
に

鳥
と
い
う
と
ニ
ワ
ト
リ
（
鶏
）
を
思
い
浮
か
べ
る
人

も
多
い
よ
う
で
す
が
、
ニ
ワ
ト
リ
は
人
間
と
も
っ
と

も
な
じ
み
の
深
い
鳥
と
い
え
ま
す
。

　

外
見
で
特
徴
的
な
の
は
、
赤
い
「
鶏と

さ
か冠
」
と
、「
肉

ぜ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
あ
ご
の
部
分
で
、
と
も
に
皮
膚

が
発
達
し
た
も
の
で
す
。

　

昔
は
農
家
の
庭
先
な
ど
で
飼
わ
れ
て
い
て
、
文
字

ど
お
り
「
ニ
ワ
ト
リ
」
で
し
た
。
ニ
ワ
ト
リ
の
翼
は

比
較
的
小
さ
く
、
飛
ぶ
こ
と
は
得
意
で
は
な
い
よ
う

で
す
が
、
短
距
離
な
ら
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
鶏け

い

鳴め
い

」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
朝
の
訪
れ
を
告

げ
る
甲
高
い
鳴
き
声
も
ニ
ワ
ト
リ
の
特
徴
の
一
つ
で

す
が
、
そ
う
し
た
鳴
き
声
を
聞
く
機
会
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

身
近
で
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
ニ
ワ
ト
リ
で
す
が
、

一
方
で
、
ニ
ワ
ト
リ
が
産
む
卵
に
は
大
い
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
卵
そ
の
も
の
を
調
理
し
た
も
の

や
、
パ
ン
や
菓
子
な
ど
卵
を
原
材
料
と
し
て
用
い
て

い
る
食
品
を
含
め
れ
ば
、
卵
が
私
た
ち
の
食
卓
を
飾

ら
な
い
日
は
無
い
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
卵
を
、
日
本
人
は
１
日
に
ど
の
ぐ
ら
い
食
べ

て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
近
年
の
世
界
統
計
に
よ
る

と
、
日
本
人
は
一
人
当
た
り
年
間
３
０
０
個
以
上
消

費
し
て
お
り
、
こ
れ
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

す
。
や
は
り
、
ニ
ワ
ト
リ
に
は
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

　

ニ
ワ
ト
リ
（
鶏
）
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句

は
、
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。

　
「
鶏け

い
こ
う口
と
な
る
も
牛ぎ

ゅ
う

後ご

と
な
る
な
か
れ
」
は
、
鶏

を
小
さ
な
組
織
、
牛
を
大
き
な
組
織
に
た
と
え
て
、

大
き
な
集
団
や
組
織
の
末
端
に
い
る
よ
り
も
、
小
さ

く
て
も
そ
の
頭
と
な
る
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
こ
と
。

小
さ
く
て
も
勇
ま
し
い
ニ
ワ
ト
リ
の
姿
が
思
い
浮
か

び
ま
す
。

　
「
鳥
」
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句
は
い
く
つ

か
あ
り
そ
う
で
す
。

　
「
籠か

ご

の
鳥
」
は
、
籠
に
入
れ
ら
れ
た
鳥
は
飛
ぶ
に

飛
べ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
は
、
そ
の
よ
う
な
境
遇
に
あ
る
人
。

　
「
閑か

ん

古こ

鳥
が
鳴
く
」
の
閑
古
鳥
と
は
、
か
っ
こ
う

の
別
名
。
人
気
の
な
い
深
い
山
で
、
か
っ
こ
う
が
寂

し
げ
に
鳴
く
様
子
か
ら
、「
人
が
集
ま
ら
ず
、
も
の

寂
し
い
様
子
」。
特
に
、「
商
売
な
ど
が
は
や
ら
な
い

様
子
」
の
た
と
え
で
す
。

　
「
一
石
二
鳥
」
は
、
１
個
の
石
を
投
げ
て
２
羽
の

鳥
を
落
と
す
と
い
う
意
味
か
ら
、
１
つ
の
こ
と
で
同

時
に
２
つ
の
利
益
を
得
る
こ
と
で
す
。

　
「
立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず
」
は
、
立
ち
去
る
者
は
、

あ
と
を
見
苦
し
く
な
い
よ
う
に
き
れ
い
に
し
て
お
く

べ
き
で
あ
る
と
い
う
戒
め
の
こ
と
。
引
き
際
が
潔
く

き
れ
い
で
あ
る
こ
と
の
た
と
え
で
す
。

　
「
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
」
は
、
空
を
飛
ん
で
い
る
鳥

で
さ
え
も
圧
倒
さ
れ
て
地
に
落
ち
て
し
ま
う
ほ
ど
の

勢
い
と
い
う
意
味
か
ら
、
権
力
や
威
嚇か

く

が
非
常
に
盛

ん
な
様
子
の
こ
と
で
す
。

　

２
０
１
７
年
も
、
ニ
ワ
ト
リ
の
よ
う
に
勇
ま
し
く
、

飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
で
、
１
年
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
と
い
き
ま
し
ょ
う
。
閑
古
鳥
は
追
い
払
い
、
あ

わ
よ
く
ば
一
石
二
鳥
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
利
益
を
得

た
い
も
の
。
そ
し
て
何
事
も
、
引
き
際
は
潔
く
…
。

　

と
も
あ
れ
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
２
０
１
７
年
が

よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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消 費 生 活消 費 生 活

聖籠町消費生活センター
役場町民課内（1階）

☎︎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

75
1月

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

１１月相談受付情報
月 件数 主な相談内容

11月 3件 空き家、中古車、架空請求（メール）

消費者の味方クーリング・オフ

消費生活移動相談室開催

　クーリング・オフとは、契約した後、頭を冷やして冷静に考えなおす時間
を消費者に与え、一定期間内であれば無条件で契約を解除することができる
特別な制度のことをいいます。

　訪問販売で不要な商品を買ってしまったなどの消費生活に関するトラブルや借金の返済でお困りの方を対象に
弁護士がお答えします。お気軽にご相談下さい。相談を希望する方は、事前に電話予約をお願いします。

　平成 29 年 2 月 4 日（土）
　　午前 9 時～ 12 時

　聖籠町町民会館　第一会議室
■予約先　聖籠町消費生活センター
　　　　　（役場町民課内）
　　　　　☎２７－１９５８

※１　人数に限りがありますので、早めの予約をお
願いします。（人数を超えた場合は先着順とさ
せていただきます）

※２　相談は無料です。

◆通信販売には使えません。
◆化粧品、健康食品などで
使用した分はクーリン
グ・オフできません。

◆他に細かい取り決めがあ
りますので判断に迷った
ら、消費生活センターに
ご確認ください。

クーリング・オフができる期間は下記のとおりです
訪問販売 8 日間
電話勧誘販売 8 日間
エステ、家庭教師など 8 日間
マルチ商法 20 日間
内職商法、モニター商法 20 日間

クーリング・オフ　クイズ
１、契約後 7日目に解約のはがきを出し、届いたのが 9日目だった。

⇒（〇）ハガキを出した時点（7 日目の消印）で解約は成立します。
２、店で靴を買ったが、別の店でもっと安く売っていたので、解約したい。

⇒（×）お店に行って購入した場合はクーリング・オフできません。
３、テレビショッピングで購入した服をクーリング・オフしたい。

⇒（×）通信販売はクーリング・オフの対象ではありません。購入
の前に返品条件を確認しましょう。

４、訪問販売で布団を購入したが、クーリング・オフした。返品費用は事
業者負担。
⇒（〇）クーリング・オフは無条件解約で、契約そのものがなかっ

たことになります。そのため、返品にかかる費用は事業
者負担となります。
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区分
年

11 月 1月〜 11月（累計）
発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成28年 2 0 2 22 1 27
平成27年 3 0 4 29 1 36
増　減 -1 0 -2 -7 0 -9

交通安全に関することは
役場生活環境課 地域安全係
☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.176

今日も一日交通安全

　11 月 16 日（水）、17 日（木）、24 日（木）、総勢 460 名のおじいちゃん、
おばあちゃんが、子どもが自転車に乗るときの交通ルールとチャイルドシー
ト着用の大切さを学びました。

　聖海荘において、新発田地区交通安全協会と新発田警察署の方から講話をいただきました。また、町交通安全
母の会と高齢者推進委員による、“瞬間キャッチ”や“手をあげて良く見て右左！”のゲームで、参加者は反射
神経と左右確認の大切さを学びました。また、町交通安全指導員は“あなたの運転、大丈夫・・・？”と題して、
寸劇で事故防止の呼びかけを行いました。総勢 345 名の高齢者の方々が、笑って楽しんで交通安全を学びました。

　12 月14 日（水）午前9時30分から町内酒類販売店を訪
問し、12 月 16 日（金）午後 7 時 30 分からは、町内飲食
店をまわり、飲酒運転撲滅のための啓発広報を行いました。
　また、12 月 14 日（水）午後 3 時からローソン聖籠山倉
店近くの交差点において、新発田地区交通安全協会聖籠
支部・町交通安全母の会・町交通安全指導員・新発田警
察署・聖籠交番の協力のもと、交通事故防止を呼びかける
街頭指導を実施しました。
　冬は降雪によって道路状況が悪化します。スピードを落
とし、車間距離を十分とって高齢者と子どもたちを交通事
故から守りましょう。

３こども園の祖父母参観日で
交通安全の呼びかけを行いました

飲酒運転撲滅・冬の交通事故
防止運動を実施しました

高齢者研修会を１２月７・８・９日に行いました

◎交通安全指導員

　からの注意！

　自転車を乗る時は

ヘルメットをかぶろ

うね。ひとりで自転

車に乗って道路で遊

んでいてはダメよ。

“瞬間キャッチ”での様子

アクセルとブレーキを踏み間違えて
店舗に突っ込む様子

町の交通事故発生状況
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紹
介
し
ま
す　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

委
嘱
さ
れ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

民
生
委
員
制
度
は

�

今
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た

　

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６
年
に

岡
山
県
で
創
設
さ
れ
た
「
済
世
顧
問

制
度
」
に
始
ま
り
、
以
来
１
０
０
年

間
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
相

談
支
援
と
と
も
に
、
福
祉
施
策
の
充

実
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

�

ご
紹
介
し
ま
す

　

平
成
28
年
12
月
１
日
付
け
で
聖
籠

町
の
委
員
23
名
（
再
任
者
20
名
、
新

任
者
３
名
）
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で

す
。

あ
な
た
の
心
配
ご
と
を

�

解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
民

の
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
で
す
。

生
活
上
の
問
題
な
ど
『
何
か
に
悩
ん

で
い
る
と
き
』
は
、
ぜ
ひ
お
近
く
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
活
動

　

民
生
委
員
は
、
児
童
委
員
を
兼
ね

て
い
ま
す
。
虐
待
や
い
じ
め
、
不
登

校
、
非
行
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す

が
、
支
援
が
必
要
な
児
童
と
そ
の
保

護
者
、
妊
産
婦
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
に
必
要
な
情
報
の
提
供
や
援
助
な

ど
を
行
い
、
児
童
の
健
全
育
成
の
た

め
の
地
域
活
動
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
児
童
委
員
の
中
に
は
区
域
を
持

た
ず
、
児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当

し
、
活
動
す
る
主
任
児
童
委
員
が
い

ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
い
じ
め
や
不

登
校
、
虐
待
や
非
行
、
育
児
不
安
な

ど
子
ど
も
と
親
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
対
し
、
児
童
委
員
や
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

早
期
発
見
や
問
題
解
決
に
向
け
た
活

動
を
行
い
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
法
律
で

個
人
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど

を
口
外
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

長
い
間

�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

こ
の
た
び
の
一
斉
改
選
に
よ

り
４
名
の
民
生
委
員･

児
童
委

員
が
平
成
28
年
11
月
30
日
を
も

っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
、
住
民
の
一
番
身
近

に
あ
っ
て
献
身
的
な
地
域
の
見

守
り
役
と
し
て
貢
献
く
だ
さ

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。退
任
後
も
引
き
続
き
、

こ
れ
ま
で
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
の
貴
重
な
経
験
を

活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
い
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
と
ご

期
待
し
ま
す
。

【
退
任
者
】

※
敬
称
略
、
数
字
は
在
職
年
数

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員

・
相
馬
な
を
子
（
真
野
）
６
年

・
田
中
保
人
（
二
本
松
）

�

12
年
８
月

・
加
藤
幸
重
（
大
夫
興
野
）

�

３
年

・
山
田
敏
夫
（
網
代
浜
）
９
年

※　

四
ツ
屋
・
道
賀
新
田
・
上
大
谷
内
・
真
野
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、
現
在
人
選
中
で
す
。
決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

保
健
福
祉
課
（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局　
☎
２
７
‐
６
５
１
１

氏
名

電
話

担
当
区
域

《 

人
選
中 

》

四
ツ
屋
、道
賀
新
田
、上
大
谷
内
、

真
野

赤あ
か　

木ぎ　

厚あ
つ　

子こ

2
7
︲
4
5
8
5

丸
潟
、
桃
山

児こ　

玉だ
ま　

康や
す　

夫お

2
7
︲
7
9
4
5

3
2
︲
5
6
6
6

山
倉
、
苔
沼

市い
ち　

川か
わ　

勝か
つ　

榮え
い

2
7
︲
8
1
1
2

本
諏
訪
山
、
本
大
夫
、
中
の
橋
、

本
三
賀

松ま
つ　

木き　

洋よ
う　

三ぞ
う

2
7
︲
3
5
5
4

山
諏
訪
山
、
山
大
夫

五い

が

ら

し

十
嵐　

信の
ぶ　

博ひ
ろ

2
7
︲
4
8
8
5

蓮
潟

長は

谷せ

川が
わ　

早さ　

苗な
え

2
7
︲
7
7
9
3

蓮
潟
、
蓮
潟
新
田

本ほ
ん　

間ま　

民た
み　

雄お

2
7
︲
1
4
7
3

ひ
ば
り
が
丘
、
尾
沢
ケ
丘
、
稲

の
平

圓ま
る　

山や
ま　

昌ま
さ　

晴は
る

2
7
︲
8
7
7
4

蓮
野
、
甚
兵
衛
橋

中な
か　

村む
ら　

政ま
さ　

雄お

2
7
︲
3
6
6
4

八
幡
、
別
條
、
聖
中
ケ
丘

田た　

中な
か　

由ゆ

み

こ

美
子

2
7
︲
4
3
1
9

二
本
松

藤ふ
じ　

井い　

清き
よ　

四し

2
7
︲
2
5
7
3

山
三
賀
、
東
山
、
正
庵
、
外
畑

加か　

藤と
う　

繁し
げ　

夫お

2
7
︲
4
0
3
7

杉
谷
内
、
大
夫
興
野

手て　

嶋じ
ま　

京き
ょ
う　

子こ

2
7
︲
4
3
9
1

藤
寄

皆み
な　

川か
わ　

富と
み　

一い
ち

2
7
︲
5
9
4
9

旭
ヶ
丘

石い
し　

澤ざ
わ　

満ま

り

こ

理
子

2
7
︲
3
0
1
7

網
代
浜

渡わ
た　

邊な
べ　

幸こ
う　

明め
い

2
7
︲
7
7
2
2

網
代
浜

髙た
か　

﨑さ
き　
　
　

清き
よ
し

2
7
︲
5
0
3
4

亀
塚

渡わ
た　

邊な
べ　

悦え
つ　

子こ

2
7
︲
3
8
2
0

亀
塚

田た　

村む
ら　

八や

し

お

四
男

2
7
︲
3
0
5
5

次
第
浜

宮み
や　

下し
た　

レ　

ン

2
7
︲
3
0
7
3

次
第
浜

平ひ
ら　

野の　

政ま
さ　

要よ
う

2
7
︲
7
7
1
7

次
第
浜
、
汐
美
台

五い

が

ら

し

十
嵐　

久ひ
さ　

子こ

2
7
︲
4
5
7
7

主
任
児
童
委
員

佐さ　

藤と
う　

直な
お　

子こ

2
7
︲
5
0
3
2

主
任
児
童
委
員
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

平
成
28
年
11
月
27
日
（
日
）

■
食
文
化
交
流
会
開
催

　

町
学
校
給
食
調
理
場
内
の
調
理
室

で
「
食
文
化
交
流
会
」
を
開
催
し
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
総
勢
17
人
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
参
加
者
や
中
国
黒
龍
江
省
か

ら
新
潟
大
学
な
ど
に
留
学
し
て
い
る

留
学
生
の
皆
さ
ん
と
参
加
し
た
町
民

の
み
な
さ
ん
が
３
班
に
分
か
れ
て
餃

子
を
皮
か
ら
手
作
り
し
た
こ
の
交
流

会
。
１
時
間
半
ほ
ど
の
調
理
で
出
来

上
が
り
、
参
加
者
全
員
で
食
べ
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
。ま
た
参
加
し
た
い
」

と
感
想
を
述
べ
ら
れ
、
食
文
化
を
通

じ
て
国
際
交
流
を
体
験
し
、
良
い
思

い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

保
健
福
祉
課

平
成
28
年
11
月
22
日
（
火
）

■
第
1
回
聖
籠
町
健
康
づ
く
り

�

推
進
協
議
会
開
催

　

町
民
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
聖
籠
町
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
今
年
度
の
健
康
づ
く
り

事
業
の
実
施
状
況
か
ら
み
え
て
き
た

健
康
課
題
な
ど
の
説
明
の
あ
と
、
各

委
員
が
質
問
や
日
頃
感
じ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
発
言
し
、
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
町
健
康
増
進
計
画
」「
町

ま
る
ご
と
食
育
推
進
計
画
」「
町
生

涯
歯
科
保
健
計
画
」
の
３
計
画
が
、

来
年
度
に
５
年
計
画
期
間
の
最
終
年

度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
改
訂
に
向

け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
を
事
務
局

が
提
示
し
、
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

東
港
振
興
室

平
成
28
年
11
月
５
日
（
土
）

■
工
場
見
学
会　
開
催

　

11
月
５
日
（
土
）、
新
潟
東
港
工

業
地
帯
内
の
企
業
を
見
学
す
る
「
工

場
見
学
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

５
回
目
と
な
る
今
回
は
、
29
名
が

参
加
し
、
鉄
骨
製
作
工
場
の
「
藤
木

鉄
工
株
式
会
社
」
と
食
品
製
造
工
場

の
「
株
式
会
社
三
幸
」
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
普
段
な

か
な
か
見
ら
れ
な
い
迫
力
の
あ
る
作

業
風
景
や
工
場
の
中
を
興
味
深
そ
う

に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
教
育
課

平
成
28
年
11
月
30
日
（
水
）

■
第
11
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

�

定
例
会
開
催

・
聖
籠
町
立
学
校
管
理
運
営
に
関
す

る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

以
上
１
項
目
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

平
成
28
年
11
月
25
日
（
金
）

■
農
業
委
員
会
第
23
期

�

第
９
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理

権
）
申
出
審
査
に
つ
い
て

　

以
上
６
項
目
が
審
議
さ
れ
、議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

↑見学の様子。左から藤木鉄工株式会社、株式会社三幸

↑調理の様子。留学生と町民参加者が楽しく調理しました。
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�　　

1 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

《相談事業》
ところ　役場１階　会議室
◆行政相談
　10日（火）
　午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線229）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　４日（水）、18日（水）
　午後1時～4時
◆無料弁護士相談（要事前予約）
　26日（木）
　午後1時～4時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27-6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　16日（月）午後１時15分～
○２歳6ヵ月児歯科健診
　23日（月）午後１時15分～
○３歳児健診
　26日（木）午後１時～
○乳児健診
　27日（金）午後１時15分～
◆学級
○育児学級
　10日（火）午後１時30分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27-6511

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

1
月

6
日�

聖
籠
町
新
春
賀
詞
交
換
会

8
日�

消
防
出
初
式

10
日�

交
通
安
全
合
同
祈
願
祭
・
出
初

式

26
日�

全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
・
理

事
会

28
日�

東
京
新
潟
県
人
会
平
成
29
年
新

年
祝
賀
会

小
・
中
学
校
の
入
学
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す

平
成
29
年
度
非
常
勤
職
員
登
録
の
お
知
ら
せ

～
町
の
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
募
集
～

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
29
年

４
月
か
ら
町
内
の
小
学
校
、
中
学
校

へ
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
、
入
学
期
日
お
よ
び
学

校
名
な
ど
を
１
月
末
日
ま
で
に
郵
送

で
通
知
し
ま
す
。

　

通
知
書
が
届
か
な
い
、
ま
た
は
通

知
書
内
容
に
異
動
や
誤
り
が
あ
る
場

合
は
至
急
教
育
委
員
会
（
子
ど
も
教

育
課
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
小
学
校
新
入
学
児
童

平
成
22
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
23
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

★
中
学
校
新
入
学
生
徒

平
成
16
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
17
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

町
教
育
委
員
会
子
ど
も
教
育
課　

　
学
校
教
育
係　
（
内
線
３
０
２
）

　

町
で
は
、
町
の
各
部
署
で
働
く
こ

と
を
希
望
さ
れ
る
臨
時
職
員
お
よ
び

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
の
登
録
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
の

中
か
ら
、
役
場
業
務
で
臨
時
職
員
・

パ
ー
ト
職
員
な
ど
が
必
要
と
な
っ
た

都
度
雇
用
し
ま
す
。平
成
29
年
度（
平

成
29
年
４
月
１
日
か
ら
）
の
募
集
を

行
い
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
登

録
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

登
録
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
登
録
職
種

事
務
職
、
幼
稚
園
教
諭
、
用
務
員
、

運
転
員
、
介
助
員
、
管
理
人
な
ど

■
登
録
の
方
法

　

町
の
指
定
し
た
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
市
販
も

可
。）

■
提
出
先

　

役
場
総
務
課�

総
務
管
理
係
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

平
成
29
年
２
月
10
日
（
金
）

　

提
出
期
限
以
降
は
そ
の
都
度
登

録
し
ま
す
。

■
雇
用
条
件

　

給
与
・
勤
務
条
件
な
ど
は
「
聖

籠
町
非
常
勤
職
員
取
扱
要
綱
」
に

よ
り
ま
す
。

■
登
録
の
有
効
期
限

　

登
録
の
有
効
期
限
は
１
年
で
す
。

（
平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で
有
効
）

役
場
総
務
課　
総
務
管
理
係

�

（
内
線
２
２
８
）



9　H29.1 広報聖籠

入 札 結 果 入札日　11 月 2 日～ 25 日
件　　名 場　所 契約額（円） 業者名 納入完了日または工事

（委託）期間最終日 入札方法

1 舗第 2号�蓮潟居畑 6号
線道路舗装工事

聖籠町大字蓮
潟地内 2,667,600 鹿島道路㈱

北陸支店 平成29年1月11日 指名競争
入札

2 聖籠中学校線街路灯修繕
工事

聖籠町大字諏
訪山地内 3,726,000 ㈲小林電気 平成29年3月21日 指名競争

入札
3 （仮称）網代浜榎町道下線道路路線測量業務委託

聖籠町大字網
代浜地内 1,393,200 ㈱聖測

コンサルタント 平成29年3月24日 指名競争
入札

4 蓮野苔沼線道路物件調査
業務委託

聖籠町大字諏
訪山地内 918,000 ㈱岩測設計 平成29年3月10日 指名競争

入札
5 舗第１号�次第浜網代浜
線道路舗装工事

聖籠町大字網
代浜地内 6,361,200 本間道路㈱

下越営業所 平成29年3月24日 指名競争
入札

6 中央公園松くい虫被害予
防樹幹注入業務委託

聖籠町大字諏
訪山地内 1,317,600 北越緑化㈱

聖籠営業所 平成29年2月10日 指名競争
入札

7 松くい虫被害木伐倒駆除
（くん蒸）業務委託No.3

聖籠町　町内
一円 1,647,000 北越緑化㈱

聖籠営業所 平成29年2月28日 指名競争
入札

8 松くい虫被害木伐倒駆除
（くん蒸）業務委託No.4

聖籠町　町内
一円 9,039,600 北越緑化㈱

聖籠営業所 平成29年2月28日 指名競争
入札

11 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

結
ゆ ゆ

々�ちゃん� （本間　裕介）� 聖中ケ丘

健
たけ る

琉�ちゃん� （加藤　拓馬）� 正　庵

叶
と わ

翔�ちゃん� （宮沢　喜夫）� 亀　塚

希
の あ

秋�ちゃん� （松田ヒロミ）� 亀　塚

晃
こう

太
た

郎
ろう

�ちゃん�（佐野　元己）� 次第浜

恒
こう

貴
き

�ちゃん� （羽賀　仁志）� ひばりが丘

　慶
けい

�ちゃん� （長谷川　雄）� 杉谷内

　禅
ぜん

�ちゃん� （遠藤　　工）� 藤　寄

楓
ふう

河
が

�ちゃん� （小林伸一郎）� 亀　塚

 氏　名 年齢 行政区

大　野　　　誠
まこと

�さん�（57 歳）� 山諏訪山

加　藤　ミノリ�さん�（86 歳）� 蓮　野

平　野　藤
とうざぶろう

三郎�さん�（69 歳）� 次第浜

高　松　栄
えい

　一
いち

�さん�（94 歳）� 亀　塚

中　野　紘
こう

　治
じ

�さん�（36 歳）� 次第浜

渡　辺　喜
き

　一
いち

�さん�（91 歳）� 次第浜

鈴　木　ユキエ�さん�（95 歳）� 蓮潟新田

斎　藤　正
まさ

　衛
えい

�さん�（83 歳）� 蓮　潟

森　田　イサミ�さん�（88 歳）� 甚兵エ橋

　渡　辺　将
しょういちろう

一郎�さん

（滝　沢）三
み

　恵
え

�さん ｝次第浜

　木　村　直
なお

　哉
や

�さん

（高　橋）志
し

　穂
ほ

�さん ｝山大夫

聖
籠
町
入
札
参
加
資
格
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

聖
籠
町
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者

登
録
制
度
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
29
・
30
年
度
に
町
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
物
品
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
申

請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

■
受
付
期
間

２
月
１
日
（
水
）
か
ら
随
時
受
付

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
有
効
期
間　

平
成
29
・
30
年
度

■
提
出
書
類　

　

各
参
加
資
格
申
請
書
は
、
聖
籠

町
様
式
と
し
ま
す
。
ま
た
、
新
潟

県
様
式
も
可
と
し
ま
す
。（
新
潟

県
様
式
を
使
用
す
る
場
合
は
宛
名

を
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。
町
様
式

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

■
提
出
部
数　

１
部
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
Ａ
４
、
ひ
も

綴
じ
ま
た
は
ホ
チ
キ
ス
止
め
）

■
提
出
方
法
お
よ
び
提
出
場
所

役
場
総
務
課　

総
務
管
理
係
に
持

参
ま
た
は
郵
送

（
受
付
確
認
が
必
要
な
場
合
は
、

返
信
用
ハ
ガ
キ
な
ど
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。）

※　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

役
場
総
務
課　
総
務
管
理
係

�

（
内
線
２
２
７
）

　

平
成
29
・
30
年
度
の
登
録
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
次
の
書
類
を
役
場
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
登
録
申
請
書　

役
場
総
務
課
で
配
布
し
ま
す

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

②
町
税
の
納
税
証
明
書
（
写
し
可
）�

法
人
の
場
合　

法
人
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税

個
人
の
場
合　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

③
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め

に
必
要
な
資
格
、
免
許
な
ど
を
証

明
す
る
書
類
の
写
し

※　
平
成
27
・
28
年
度
に
登
録
さ
れ

た
方
で
、
継
続
し
て
平
成
29
・
30

年
度
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

■
受
付
期
間

2
月
1
日
（
水
）
か
ら
随
時
受
付

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
５
時
15
分

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
有
効
期
間

平
成
29
・
30
年
度

■
提
出
場
所

役
場
総
務
課�

総
務
管
理
係

役
場
総
務
課　
総
務
管
理
係

�

（
内
線
２
２
７
）
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　 ふるさと納税の返礼品を提供する
　 農業者を募集しています

ごみの野外焼却は禁止されています

　町では、ふるさと納税をしていただいた町外の
方に対して、感謝の気持ちを表すとともに、農業
振興を図るため、町の特産物である「さくらんぼ」、

「ぶどう」、「餅」、「米」を返礼品としてお送りし
ています。

　これらの返礼品の提供を希望する方は、下記ま
でお問い合わせください。
　募集要項および申込書は役場産業観光課に用意
してあるほか、町ホームページからもダウンロー
ドできます。 

　町には、近隣での焼却行為により「煙や悪臭で

困っている」、「洗濯物が干せない」などの苦情が

度々寄せられています。

　ごみの野外焼却は、「廃棄物処理法」と「新潟

県生活環境の保全等に関する条例」により原則と

して禁止されており、罰則の対象となっています。

ごみはルールを守って処理してください。また、

例外として認められ

ている場合であって

も、周辺の迷惑とな

らないよう十分配慮

してください。

禁止の例外（迷惑行為にならないよう注意）

①さいの神（どんど焼き）など、地域の伝統文化

行事として必要な焼却

②くん炭など、農業者が作業工程上やむを得ない

焼却（ビニールな

どの焼却は禁止）

③たき火、キャンプ

ファイヤーなど軽

微な焼却（ドラム

缶使用禁止）

 役場生活環境課　環境推進係（内線２８１）

役場産業観光課　地域振興係（内線１２６）
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　平成29年度利用者を募集します
～聖籠町ふれあい農園～　

　 聖籠町地産地消推進協議会からのお知らせ
味噌を作ってみよう　

　

町
内
で
と
れ
た
大
豆
を
使
っ
て

味
噌
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

２
月
７
日
（
火
）

�

午
後
２
時
～
４
時

聖
籠
町
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

（
聖
籠
地
場
物
産
館�

裏
手
）

柔
ら
か
く
煮
た
大
豆
を
潰
し
、

塩
、
麹
こ
う
じ
を
ま
ぜ
て
５
㎏
を
容
器

に
詰
め
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
秋
頃
、
美
味
し
く
い

た
だ
け
ま
す
。

■
講
師

聖
籠
町
女
性
い
き
い
き
交
流
会

の
皆
さ
ん

■
参
加
費

５
０
０
円
（
容
器
代
込
み
）

■
定
員

先
着
10
名（
聖
籠
町
在
住
の
方
）

■
持
ち
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
そ
の
他

　

保
育
ル
ー
ム(

無
料)

あ
り

ま
す
。（
お
子
さ
ん
の
お
茶
や

お
や
つ
は
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。）

※　

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
受
付

１
月
４
日
（
水
）
か
ら

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）

・
　

役
場
産
業
観
光
課

地
域
振
興
係
（
内
線
１
２
３
）

学校給食食材の
放射性物質　　
　　　測定結果

　聖籠町では、学校などの給食の安
全性を確認し、給食に対する保護
者などの不安を軽減することを目的
に、給食用食材の放射性物質検査を
実施しています。検査は毎週木曜日、
翌日（金曜日）に使用する食材の中
から１品目を選定して行い、再検査
となった食材は、給食に使用せず、
再検査を実施し公表しています。
　なお、町のホームページで最新の
検査結果を掲載しています。

子ども教育課　学校支援係
　 （内線３０５）

検査
日

検査
品目 生産地

測定結果

放射性
ヨウ素 放射性セシウム

１３１ １３４ １３７

11月
10日 人参 新潟県

胎内市
検出
せず

検出
せず

検出
せず

11月
17日 キャベツ 愛知県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

11月
24日 じゃがいも 北海道 検出

せず
検出
せず

検出
せず

測定
場所

新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町 3 丁目 3 番 2 号）

※単位：Bq（ベクレル／㎏）

※この検査の検出限界値は、２０Bq ／㎏です。

検出限界値は、測定する条件や食材により異

なります。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器

で検出できる最小値（最小限度）のことをい

い、この値は測定環境（自然界に存在する大

気中の放射線量）、測定条件（時間重量など）、

検査対象品目によって異なります。

　

町
で
は
、
農
業
者
以
外
の
方
が

野
菜
や
花
な
ど
を
栽
培
し
な
が
ら
、

自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
つ
く
り
育
て

る
喜
び
を
実
感
し
、
農
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、「
聖

籠
町
ふ
れ
あ
い
農
園
」
の
貸
し
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

聖
籠
町
大
字
大
夫

�

１
９
９
５
番
地
１

■
貸
付
区
画

一
般
用

30
㎡
用
地
×
65
区
画
、

36
㎡
用
地
×
20
区
画
、

48
㎡
用
地
×
８
区
画

車
椅
子
用
プ
ラ
ン
タ
ー

３
㎡
用
地
×
４
区
画
、

４
㎡
用
地
×
１
区
画

（
※
原
則
１
世
帯
３
区
画
ま
で
）

■
貸
付
期
間

１
年
間
（
４
月
１
日
～
翌
年
３

月
31
日
、
更
新
手
続
き
に
よ
り

継
続
使
用
が
可
能
）

■
貸
付
料

１
㎡
あ
た
り
１
５
０
円

（
年
度
途
中
の
貸
付
も
同
料
金
）

■
申
込
受
付

１
月
12
日
（
木
）
か
ら

■
そ
の
他

聖
籠
町
特
定
農
用
地
貸
付
規
定

に
よ
る

役
場
産
業
観
光
課

地
域
振
興
係
（
内
線
１
２
３
）
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食生活改善推進委員

栄養教室を開催します（全５回コース）

町の食生活と健康を支援するため大活躍！

食生活改善推進委員養成のための

　「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンとして生涯における健康づくり活動を、食を通して地域におい
て推進している食の健康ボランティアです。

　町の食生活改善推進委員を養成するための栄養教室を開催します。教室修了者には食生活改善推進委員とし
て地域の食育・健康づくり活動へ参加をお願いしています。食に関心のある方はどなたでも参加できます。「聖
籠町のことをもっと知りたい！お友達がほしい！地域で何かしたい！」という方にはぴったりです。男性の方
も大歓迎！ 5年に１回の貴重な教室です。ぜひ、お見逃しのないようにご参加ください。

� ・ 保健福祉課（町保健福祉センター内）　管理栄養士　☎２７－６５１１

～こんな活動をしています～
◎親子の食育活動

こども園、子育て世代を対象に食習慣の大切さ
を学ぶ食育劇、食講話、調理実習

◎郷土料理や季節の献立料理教室
笹団子やこんにゃく作り、郷土料理を学ぶ調理
実習

◎生活習慣病予防活動
減塩メニューやバランスの良い食事など生活習
慣病予防のため健康な食生活の普及活動、調理
実習、町の事後指導会の従事

町の健康実態、食生活改善推進委員の活動紹介、
バランスの良い食事、減塩をテーマとした調理実
習、お口の健康、家庭の食中毒予防など
2月９日（木）、14日（火）、21日（火）、28日（火）、
3月 6日（月）午後 1時～３時 30分頃
（14日（火）、21日（火）については
� 午前９時 30分～午後２時）

■申込方法　電話にて保健福祉課管理栄養士へお申
し込みください。

■参 加 費　調理実習費 600円（300円×２回分）
■持 ち 物　エプロン・三角巾・手ふき用タオル・

筆記用具
※参加者には詳しい日程を後日お伝えします。
※保育ルームあります（定員あり、事前申し込み必
要（生後６カ月以上））
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聖籠町森林整備計画の変更に伴い
意見を募集します

お問い合わせ　役場産業観光課　地域振興係（内線１２２）

　聖籠町森林整備計画に位置付けられている地区保全森林については、５年ごとに検
証し、見直すこととされています。また、変更する場合は、地区保全森林に該当して
いる森林を保有している方からの意見を募集することとされています。
　そこで、松くい虫被害による松の減少や自然による松の増加など現状を調査し、地
区保全森林計画図（案）を策定しましたので、森林を保有している方からの意見を募
集いたします。

公表方法 ■町のホームページで「地区保全森林計画図」(案 ) を公開いたします。
◆紙に印刷したものは、役場産業観光課で閲覧できます。

募集方法 ◆電話・郵送・FAX・Ｅメールのいずれかの方法でお願いします。

募集資格 地区保全森林地区に該当している森林を保有している人

提出先 役場産業観光課　地域振興係
　〒９５７－０１９２　聖籠町大字諏訪山１６３５番地４
　電　話　　２７－２１１１（内線１２２）
　ＦＡＸ　　２７－２１１９
　Ｅメール　sankan@town.seiro.niigata.jp

提出期限 1 月 3１日（火）必着

ご意見の
活用方法

　いただいたご意見の内容を検討しながら、地区保全森林計画図の策定に活かしてい
きます。なお、個別の回答はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。（結
果の公表はホームページのほか町役場産業観光課で行います。）ご意見については、
お名前、ご住所、ご連絡先の電話番号やメールアドレスを除き、全て公開される可能
性があることを、あらかじめご承知おきください。ただし、ご意見中に特定の個人を
識別しうる記述がある場合や、個人の財産権等を害するおそれがあると判断される場
合には、公表の際に当該個所を伏せさせていただきます。

個人情報の
利用目的・範囲

　いただいたご意見に記載された個人情報については、地区保全森林計画の策定の目
的にのみ利用し、その取り扱いには十分に留意し、他の目的には使用しません。
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指
揮
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
７
６
年
、
航
空
自
衛
隊
入
隊
。

北
部
航
空
音
楽
隊
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

奏
者
と
し
て
所
属
。
１
９
９
０
年
、

幹
部
任
官
と
同
時
に
指
揮
者
に
転
向

し
中
部
航
空
音
楽
隊
演
奏
班
長
を
務

め
る
。
東
京
芸
術
大
学
で
の
研
修
後
、

航
空
中
央
音
楽
隊
、
西
部
航
空
音
楽

隊
に
て
活
躍
。

　

そ
の
後
、
西
部
航
空
音
楽
隊
長
、

南
西
航
空
音
楽
隊
長
、
北
部
航
空
音

楽
隊
長
、
航
空
中
央
音
楽
隊
副
隊

長
、
中
部
航
空
音
楽
隊
長
を
歴
任
し
、

２
０
１
６
年
６
月
か
ら
現
職
。

　

指
揮
法
を
寺
島
康
朗
氏
に
師
事
す

る
他
、
ク
ル
ト
・
レ
ー
デ
ル
氏
、
湯

浅
勇
治
氏
な
ど
の
指
揮
法
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
参
加
。
青
森
県
十
和
田
市
出
身
。

航
空
自
衛
隊　
航
空
中
央
音
楽
隊
と
は

　

航
空
中
央
音
楽
隊
は
１
９
６
１
年
「
航
空
音
楽
隊
」
と
し

て
東
京
都
立
川
市
に
発
足
し
、
１
９
８
２
年
「
航
空
中
央
音

楽
隊
」
と
な
り
防
衛
大
臣
直
轄
の
音
楽
隊
と
し
て
、
国
家
行

事
や
国
際
イ
ベ
ン
ト
、
防
衛
省
の
式
典
お
よ
び
各
地
で
の
演

奏
会
な
ど
年
間
約
１
０
０
回
の
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

１
９
９
２
年
、
世
界
の
優
秀
な
軍
楽
隊
に
贈
ら
れ
る
『
ジ

ョ
ー
ジ
Ｓ.

ハ
ワ
ー
ド
大
佐
顕
彰
優
秀
軍
楽
隊
賞
』
を
ア
ジ

ア
で
初
め
て
受
賞
し
ま
し
た
。
１
９
９
９
年
、
自
衛
隊
音
楽

隊
と
し
て
初
め
て
カ
ナ
ダ
で
行
わ
れ
た
世
界
の
軍
楽
隊
の
祭

典
「
第
20
回
ノ
バ
ス
コ
シ
ア
国
際
タ
ッ
ト
ゥ
ー
」
に
出
演
。

そ
の
後
、
大
韓
民
国
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
０
６
ウ
ォ
ン
ジ

ュ
国
際
タ
ッ
ト
ゥ
ー
」
に
参
加
し
国
際
交
流
に
も
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　

国
内
に
お
い
て
は
各
種
演
奏
会
を
行
う
と
と
も
に
、
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
Ｃ
Ｄ
制
作
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
み
好
評
を

得
て
い
ま
す
。
ま
た
小
説
「
碧
空
の
カ
ノ
ン
」「
群
青
の
カ

ノ
ン
」（
光
文
社
出
版
・
福
田
和
代
著
）
の
モ
デ
ル
に
も
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
２
０
１
５
年
に

日
本
管
打
・
吹
奏
楽
学
会
よ
り
「
第
25
回
日
本
管
打
・
吹
奏

楽
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
（
演
奏
部
門
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
航

空
自
衛
隊
を
代
表
す
る
音
楽
隊
と
し
て
益
々
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
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航
空
自
衛
隊
航
空
中
央
音
楽
隊
演
奏
会

自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
創
立
60
周
年
記
念

聖
籠
町
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課　
総
務
管
理
係
（
内
線
２
２
７
）

　
ま
た
は

　
町
教
育
委
員
会　
社
会
教
育
課（
聖
籠
町
町
民
会
館
内
）

　
　
☎
２
７
‐
２
１
２
１副 隊 長   

３等空佐  佐
さ

藤
とう

 義
よし

政
まさ

　
町
民
の
皆
さ
ま
、
大
変
お
待
た
せ
し
ま
し

た
。
今
年
度
も
、
自
衛
隊
音
楽
隊
に
よ
る
聖

籠
町
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　
今
回
は
、
航
空
自
衛
隊
航
空
中
央
音
楽
隊

が
聖
籠
町
に
や
っ
て
き
ま
す
。
音
楽
隊
の
迫

力
あ
る
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
18
日
（
土
）

午
後
２
時　
開
演

（
開
場　
午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ　
聖
籠
町
文
化
会
館

（
聖
籠
町
町
民
会
館
内
）

※　

今
回
は
、
聖
籠
中
学
校
吹
奏

楽
部
と
の
合
同
演
奏
は
あ
り
ま
せ

ん
。
航
空
中
央
音
楽
隊
の
単
独
公

演
と
な
り
ま
す
。

入
場
料　
　
入
場
無
料
。
た
だ
し
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。
鑑
賞
を
ご
希
望
の

方
に
は
１
月
18
日
（
水
）
よ
り
役

場
総
務
課
お
よ
び
町
民
会
館
窓
口

に
て
配
布
し
ま
す
。

そ
の
他　
　
定
員
に
な
り
次
第
、
整
理
券
の

配
布
を
終
了
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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新
潟
圏
域 

広
域
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
案
を

　
　
　
　
　

 

縦
覧
し
ま
す

　

聖
籠
町
を
含
む
、
新
潟
圏
域
の
広

域
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
案

を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

１
月
13
日
（
金
）
～
27
日
（
金
）

（
土
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

�

～
午
後
５
時
15
分
）

■
縦
覧
場
所

・
新
潟
県
新
発
田
地
域
振
興
局

地
域
整
備
部
計
画
調
整
課

新
発
田
市
豊
町
３
‐
３
‐
２

〒
９
５
７
‐
８
５
１
１

・
役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課

〒
９
５
７
‐
０
１
９
２

聖
籠
町
大
字
諏
訪
山
１
６
３
５

‐
４

■
意
見
書
の
提
出

　
案
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る
方

は
、
新
潟
県
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住
所
、
氏

名
お
よ
び
電
話
番
号
を
記
載
し
た

意
見
書
（
様
式
自
由
）
を
縦
覧
場

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
意
見
書
を
提
出
で
き
る
方

聖
籠
町
民
お
よ
び
利
害
関
係
人

■
意
見
書
の
提
出
期
限

１
月
27
日
（
金
）（
必
着
）

持
参
の
場
合
は
、
提
出
先
の
開
庁

日
お
よ
び
開
庁
時
間
ま
で

新
潟
県
土
木
部
都
市
局

都
市
政
策
課

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
４
２
９

～
適
職
を
探
そ
う
！

一
般
職
業
適
性
検
査
を

　
　
　
　
実
施
し
ま
す
～

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」「
自
分
の
得
意
、
不
得
意

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
職
種
選
択
に

お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、
職
業
適
性

の
検
査
を
行
い
ま
す
。
筆
記
検
査
に

よ
り
７
種
の
能
力
の
測
定
を
行
い
ま

す
。
後
日
、
個
別
に
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

15
～
39
歳
で
就
業
し
て
い
な
い

方
（
要
申
込
）�

定
員
４
名

１
月
24
日
（
火
）

午
後
２
時
～
４
時

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
発
田
２
階　

相
談
室

　

適
性
検
査
以
外
に
も
15
～
39
歳

で
就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、

就
職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
次
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

・

下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
‐
２
８
‐
８
７
３
５

電
話
受
付　

平
日
午
前
10
時

�

～
午
後
５
時

（
第
２
金
曜
は
休
館
）

広報せいろう

１月お知らせ号は

お休みします

❤新発田市みらい創造課　定住促進室�婚活応援係　☎０２５４‐２２‐３１０１

❤2/11（土）新発田で臨時窓口開設❤

婚活マッチングシステム

　新潟県が導入したコンピュータによる一対一の婚活
マッチングシステム、にいがた出会いサポートセンタ
ーの臨時窓口を新発田で開設します。

❤２月 11 日（日）午前 11 時～午後６時
❤イクネスしばた３階多目的室 6・7

　　新発田市諏訪町 1‐2‐12
❤完全予約制
※にいがた出会いサポートセンターのホームページ

から申し込みできます。
※臨時窓口来所のためには、「ハートマッチにいが

た」会員の仮登録が必要です。
※臨時窓口来所の際の必要書類は、ホームページな

どをご確認ください。

❤にいがた出会いサポートセンター
 ☎０２５‐３８４‐４１５１

https://www.msc-niigata.jp/
◆会員登録のできる方は？◆

・結婚を希望し、自ら努力する 20 歳以上の独身で、
新潟県在住の方、県内にお勤めの方、または新潟
県へ移住を希望される方が登録できます。

・インターネットやメールができるパソコンまたは
スマートフォンが必要です。

◆入会登録料◆
・１万円（税込・２年間有効）※来所時ご持参くだ

さい。
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貫
い
た
新
潟
ら
し
さ

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
２
０
１

６
年
11
月
12
日
（
土
）、
横
浜
Ｆ
・

マ
リ
ノ
ス
と
の
天
皇
杯
４
回
戦
に
臨

み
ま
し
た
。
一
発
勝
負
の
緊
張
感
が

漂
う
天
皇
杯
。
会
場
の
日
産
ス
タ
ジ

ア
ム
に
駆
け
つ
け
た
約
２
３
０
０
人

の
新
潟
サ
ポ
ー
タ
ー
の
後
押
し
と
共

に
、
選
手
た
ち
は
一
体
と
な
っ
て
戦

い
の
ピ
ッ
チ
に
立
ち
ま
す
。

　

残
留
争
い
で
は
、
状
況
に
よ
っ
て

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
さ
を
抑
え
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
リ
ー

グ
戦
終
了
後
は
再
び
自
分
た
ち
の
原

点
に
立
ち
返
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

積
ん
で
き
た
新
潟
。
大
き
な
重
圧
か

ら
解
放
さ
れ
た
選
手
た
ち
は
、
試
合

序
盤
か
ら
積
極
的
に
相
手
を
攻
め
立

て
て
い
き
ま
す
。

　

早
々
の
３
分
、
左
サ
イ
ド
の
ス
ペ

ー
ス
に
抜
け
出
し
た
鈴
木
選
手
が
ゴ

ー
ル
前
へ
低
め
の
ク
ロ
ス
を
送
る

と
、
Ｄ
Ｆ
に
当
た
っ
た
こ
ぼ
れ
球
に

鋭
く
反
応
し
た
田
中
選
手
が
左
足
で

シ
ュ
ー
ト
！
相
手
Ｇ
Ｋ
の
好
守
に
阻

ま
れ
ゴ
ー
ル
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
２
ト
ッ
プ
が
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
プ
レ
ー
で
存
在
感
を
示
し
ま
す
。

　

守
備
で
も
全
体
の
プ
レ
ス
が
機
能

し
、
高
い
位
置
で
の
奪
取
か
ら
シ
ョ

ー
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
に
つ
な
げ
る
場
面

を
何
度
も
生
み
出
し
て
い
く
新
潟
。

立
ち
上
が
り
の
チ
ャ
ン
ス
に
絡
ん
だ

田
中
選
手
も
、
労
を
い
と
わ
ぬ
ハ
ー

ド
ワ
ー
ク
で
攻
守
に
貢
献
し
、
チ
ー

ム
に
勢
い
を
与
え
て
い
き
ま
す
。

　

攻
め
続
け
な
が
ら
も
ス
コ
ア
を
動

か
す
こ
と
は
で
き
ず
、
０
‐
０
で
ハ

ー
フ
タ
イ
ム
へ
。
後
半
に
入
る
と
、

試
合
は
少
し
ず
つ
マ
リ
ノ
ス
が
押
し

返
す
展
開
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
た

だ
、
そ
れ
で
も
抑
え
る
べ
き
ポ
イ
ン

ト
を
し
っ
か
り
と
抑
え
、
決
定
機
を

作
ら
せ
な
い
新
潟
。「
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
に
、
プ
レ
ー
と
声
で
引
っ
張
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
」
と
い
う

西
村
選
手
も
、
激
し
い
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
で
相
手
の
自
由
を
封
じ
て
い
ま
し

た
。

　

体
を
張
っ
て
守
勢
を
し
の
い
で
い

く
と
、
新
潟
は
徐
々
に
流
れ
を
引
き

戻
し
、
再
び
相
手
陣
内
で
ボ
ー
ル
を

動
か
す
時
間
を
増
や
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
左
サ
イ
ド
で
は
、

小
泉
選
手
が
果
敢
な
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ

プ
で
奮
闘
。
消
耗
の
大
き
い
ゲ
ー
ム

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

足
を
止
め
る
こ
と
な
く
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
を
繰
り
返
し
、
気
持
ち
を
見
せ
て

い
き
ま
す
。

　

全
体
が
前
へ
向
か
う
意
識
を
高
く

持
ち
、
攻
略
を
試
み
て
い
く
新
潟
。

83
分
に
は
、
レ
オ
選
手
が
中
央
で
の

ド
リ
ブ
ル
突
破
か
ら
ゴ
ー
ル
を
狙
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
わ
ず
か
に
枠
の
外

へ
。
ス
コ
ア
レ
ス
の
ま
ま
、
試
合
は

進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

延
長
戦
突
入
か
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
、後
半
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
、

新
潟
は
自
陣
で
相
手
に
フ
リ
ー
キ
ッ

ク
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。
11
人
全

員
で
守
備
を
固
め
ま
し
た
が
、
無
情

に
も
直
接
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
さ
れ
て
し

ま
い
、
０
‐
１
で
終
了
の
笛
。
新
潟

ら
し
い
戦
い
を
終
始
貫
き
な
が
ら

も
、
準
々
決
勝
に
駒
を
進
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
み
ん
な

で
思
い
切
り
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う

気
持
ち
で
入
っ
た
が
、
結
果
は
結
果

な
の
で
残
念
」
と
キ
ャ
プ
テ
ン
小
林

選
手
も
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　

た
だ
、
こ
の
日
チ
ー
ム
が
見
せ
た

戦
い
ぶ
り
は
、
必
ず
次
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
く
は
ず
。
片
渕
監
督
は
試
合

後
の
会
見
で
、「
本
当
に
彼
ら
は
い

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
く

れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
選
手

た
ち
の
健
闘
を
称
え
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
シ
ー
ズ
ン
は
非
常
に
悔

し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ

で
味
わ
っ
た
思
い
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
新
た
な
シ
ー
ズ
ン
へ
と
向
か
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
サ

ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
に
た
く
さ
ん
の

笑
顔
を
届
け
る
た
め
に
、
ア
ル
ビ
レ

ッ
ク
ス
新
潟
は
今
ま
で
以
上
の
努
力

を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
昇
格
！

　

11
月
22
日
（
火
）、
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
Ｕ
‐
18
所
属
の
長
谷
川
巧
た
く
み

選
手
の
、
２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン
の
ト

ッ
プ
チ
ー
ム
新
加
入
内
定
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
か

ら
、
ず
っ
と
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
の
エ

ン
ブ
レ
ム
と
共
に
歩
ん
で
き
た
長
谷

川
選
手
。「
小
さ
い
頃
か
ら
夢
だ
っ

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!
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た
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
、
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
と
い
う
自
分
が
一
番

好
き
で
愛
着
の
あ
る
ク
ラ
ブ
か
ら
ス

タ
ー
ト
を
切
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　

Ｕ
‐
15
か
ら
Ｕ
‐
18
に
進
み
、
ト

ッ
プ
チ
ー
ム
の
練
習
参
加
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
、「
ト
ッ
プ
に
上
が
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
ど
ん
ど
ん
強
く

な
っ
た
」。
ひ
た
む
き
な
努
力
を
続

け
、
地
道
に
実
力
を
磨
い
て
き
た
こ

と
が
今
回
の
昇
格
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
は
２
種
登
録
選
手
と
し

て
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
試
合
に
は
通

算
４
試
合
に
出
場
。
ホ
ー
ム
の
雰
囲

気
も
経
験
し
、「
ま
た
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
で
試
合
に
出
た
い
と
い
う
気
持
ち

は
す
ご
く
あ
る
」
と
長
谷
川
選
手
。

次
は
正
式
に
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
、
そ
の
舞
台
で
活
躍
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
フ
ィ
ジ
カ
ル
や
年
上
の

選
手
に
も
物
怖
じ
し
な
い
メ
ン
タ
ル

の
強
さ
は
、
長
谷
川
選
手
の
大
き
な

武
器
。
今
後
は
よ
り
厳
し
い
競
争
が

待
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
さ
ら

に
実
力
を
磨
き
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
ア
カ
デ
ミ
ー
育
ち

の
ル
ー
キ
ー
へ
、
ぜ
ひ
温
か
い
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！

【
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
】

　

10
月
30
日
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー

カ
レ
ッ
ジ
で
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
、
約
１
０
０
名
を
超
え
る

親
子
の
方
々
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

中
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
サ
ッ
カ
ー

教
室
で
は
ト
ッ
プ
選
手
や
レ
デ
ィ
ー
ス

選
手
が
コ
ー
チ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
親
子
で
一
緒
に
体

を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

【
11
月
20
日
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ

ー
グ
入
れ
替
え
戦　
試
合
結
果
に

�

つ
い
て
】

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ 

２ 

vs 

３ 

Ｆ
Ｃ
十
文
字 

Ｖ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｓ

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
入
替
戦
第
1
節

ア
ウ
ェ
ー
戦
で
は
後
半
に
今
野
瞳
、
山

崎
小
百
合
の
両
選
手
が
試
合
終
了
間
際

に
得
点
す
る
も
２
‐
３
と
い
う
悔
し
い

結
果
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
１
２
０
名
を
超
え
る
方
々

が
来
場
し
、
緊
張
が
走
る
一
戦
。
後
の

な
い
状
況
の
中
、
入
替
戦
第
２
節
ホ
ー

ム
最
終
戦
で
意
地
を
見
せ
た
い
Ｊ
Ｓ
Ｃ

Ｌ
は
、
猛
攻
を
仕
掛
け
ま
す
。
試
合
開

始
２
分
、
山
崎
の
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
か
ら

キ
ャ
プ
テ
ン
の
高
橋
が
ゴ
ー
ル
左
に
流

し
込
み
先
制
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
試
合

の
流
れ
を
つ
か
み
た
か
っ
た
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ

で
す
が
、
27
分
に
十
文
字
に
左
サ
イ
ド

を
崩
さ
れ
得
点
を
許
し
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
ら
に
42
分
、
一
瞬
の
隙
を
許
し
一
気

に
ゴ
ー
ル
前
ま
で
ド
リ
ブ
ル
突
破
さ
れ

追
加
点
を
奪
わ
れ
ま
す
。
前
半
終
了
間

際
44
分
に
齊
藤
の
シ
ュ
ー
ト
の
跳
ね
返

り
を
守
屋
が
押
し
込
み
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト

を
揺
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
ゴ
ー
ル
に
よ

り
前
半
を
２
‐
２
で
折
り
返
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
後
半
の
ス
タ
ー
ト
か
ら

14
番
守
屋
に
代
え
23
番
中
貝
を
投
入
し

攻
撃
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
ま
す
。
チ

ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
残
留
の
た
め
に
は
、

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
２
点
差
以
上
を
つ
け
て
の

勝
利
が
必
須
と
な
っ
た
後
半
で
し
た
が
、

66
分
十
文
字
に
追
加
点
を
決
め
ら
れ
て

し
ま
い
ス
コ
ア
は
２
‐
３
。
こ
こ
か
ら

３
得
点
以
上
が
必
要
と
な
っ
た
Ｊ
Ｓ
Ｃ

Ｌ
は
相
手
陣
内
へ
攻
め
よ
う
と
す
る
も
、

思
い
通
り
の
プ
レ
イ
が
で
き
ず
そ
の
ま

ま
試
合
終
了
し
結
果
は
２
‐
３
で
敗
戦

と
な
り
ま
し
た
。

　

２
週
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
プ
レ
ナ
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
入
替
戦
２
試
合
を

終
え
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー

グ
残
留
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
苦
し
い
戦
い
が

続
く
中
、各
会
場
で
の
大
声
援
や
選
手
・

監
督
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
サ
ポ
ー
タ

ー
の
皆
さ
ま
か
ら
本
当
に
多
く
の
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
皆
さ
ま
の
想
い
に
こ
た
え

る
こ
と
が
で
き
ず
、
降
格
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
来
シ
ー
ズ
ン
は
１
年

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
復
帰
を
目
指
す

た
め
の
さ
ら
に
厳
し
い
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
悔
し
さ
を
胸
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー

の
み
な
さ
ん
と
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ

て
来
シ
ー
ズ
ン
を
闘
い
抜
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
Ｊ
Ｓ

Ｃ
Ｌ
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
た
ち
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ

ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス
（
以
下
、Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
）

の
選
手
が
今
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

【
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ�

キ
ャ
プ
テ
ン

�

高
橋
さ
く
ら
】

　

ど
ん
な
と
き
も
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
に
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
多
く
の
方
に
支
え
て

も
ら
っ
て
戦
っ
た
今
シ
ー
ズ
ン
の
戦
い

に
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
は
北
信

越
リ
ー
グ
で
の
戦
い
に
な
り
ま
す
が
、

強
く
な
っ
て
ま
た
戻
っ
て
き
ま
す
。

【
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ�

濵
田
百
華
】

　

勝
て
な
い
中
で
も
最
後
ま
で
Ｊ
Ｓ
Ｃ

Ｌ
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

声
援
が
私
た
ち
の
励
み
と
な
り
今
シ
ー

ズ
ン
を
戦
い
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
シ
ー
ズ
ン
も
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
の
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【 問い合わせ先 】
〒957-0103 聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
チーム公式HP：http://team.cupsnet.com/
ジャパサカＨＧ運営スタッフTwitter：@jyappi

JAPANサッカーカレッジ
ホームゲーム運営

Facebook～ジャパサカ通信～

↑長谷川巧
たくみ

選手。今後の活躍にご期待ください。
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プ
ー
ル
脇
の
道
路
（
以
下
、
プ
ー

ル
脇
道
路
）
の
見
通
し
と
藤
寄
体

育
館
利
用
に
関
す
る
交
通
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
藤
寄
体
育

館
脇
の
交
差
点
（
以
下
、交
差
点
）

は
見
通
し
が
悪
い
た
め
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
プ
ー
ル
脇
道
路
の
制
限
速
度

は
、
踏
切
か
ら
藤
寄
体
育
館
を
通

り
過
ぎ
る
ま
で
40
キ
ロ
に
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
重
ね
て
注
意
喚

起
を
図
る
た
め
、
プ
ー
ル
脇
道
路

の
交
差
点
付
近
、
踏
切
側
と
杉
谷

内
側
に
「
横
断
歩
道
あ
り　

注

意
！
！
」
と
い
う
標
識
看
板
と
、

そ
の
下
に
「
ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
」

と
い
う
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
交
通
法
の
規
定
で
は
、
横

蓮
潟
の
短
い
間
隔
の
信
号
で

赤
信
号
に
掛
か
り
す
ぎ

�

ま
す
！

　

蓮
潟
地
区
の
車
道
わ
ず
か

２
０
０
ｍ
間
に
２
カ
所
の
信
号
機

が
有
り
ま
す
が
、
車
で
通
行
時
２

カ
所
の
信
号
で
停
止
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
良
く
あ
り
ま
す
。
１
回
の

停
止
で
済
む
よ
う
に
調
整
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

�

（
60
歳
代
・
男
性
）

町
か
ら
の
回
答

 
（
担
当
　
生
活
環
境
課
）

　
信
号
機
の
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
交
通
量
の
状
況
に
応
じ
て
、

当
町
を
所
管
す
る
新
発
田
警
察
署

が
管
理
し
て
い
ま
す
の
で
、
新
発

田
警
察
署
に
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
ご
指
摘
の
よ
う
に
タ
イ
ミ
ン

グ
に
よ
り
何
度
か
２
回
停
止
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
２

カ
所
の
県
道
を
横
断
す
る
道
路
は
、

交
通
事
故
が
多
発
し
た

こ
と
か
ら
集
落
よ
り
強

い
要
望
が
あ
り
、
短
い

区
間
に
信
号
機
を
設
置

し
た
箇
所
で
す
。
信
号

機
を
連
動
さ
せ
る
た
め

に
は
機
械
を
入
れ
替
え

な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。」

と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
を

お
察
し
い
た
だ
き
、
交
通
安
全
の

た
め
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
こ
の
度
の
貴
重
な
ご

意
見
に
よ
り
、
多
く
の
町
民
の

方
々
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

藤
寄
体
育
館
付
近
の
道
路
が

見
通
し
が
悪
く
危
険
！

�

対
策
は
？

　

藤
寄
の
住
宅
街
か
ら
藤
寄
体
育

館
前
の
交
差
点
へ
車
で
出
る
際
、

体
育
館
脇
の
プ
ー
ル
の
せ
い
か
、

道
路
が
カ
ー
ブ
し
て
い
て
、
も
の

す
ご
く
見
通
し
が
悪
く
危
険
を
感

じ
ま
す
。

�

（
年
代
不
明
・
男
性
）

　

藤
寄
体
育
セ
ン
タ
ー
（
藤
寄
体

育
館
）
で
は
、
休
み
に
な
る
と
、

子
ど
も
た
ち
が
、
サ
ッ
カ
ー
や
野

球
を
す
る
姿
が
よ
く
見
か
け
ら
れ

ま
す
が
、
体
育
セ
ン
タ
ー
の
前
の

道
路
は
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
お
り
、

少
し
見
え
に
く
い
の
に
交
差
点
が

あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
や
自
転
車
が
横
断

す
る
の
で
少
し
危
な
い
と
思
う
の

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
保
護
者

だ
と
思
う
人
た
ち
の
車
が
両
脇
に

止
め
ら
れ
て
（
道
路
）
が
狭
く
な

っ
て
し
ま
い
と
て
も
危
険
で
す
。

大
人
の
モ
ラ
ル
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
町
と
し
て
何
か
対
策
は
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か
？�

�

（
60
歳
代
・
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

（
担
当
　
生
活
環
境
課
・
ふ
る

さ
と
整
備
課
・
社
会
教
育
課
）

　
こ
の
た
び
は
、
藤
寄
体
育
館
の

聖
籠
中
学
校

県
道
網
代
浜
新
発
田
線

約
２
０
０
ｍ

↑
網
代
浜

←蓮野・
　杉谷内

←蓮潟・
　甚平衛橋

紫雲寺→
諏
訪
山
↓

山
倉
↓

　このコーナーでは、町政ポ
ストに投稿のあった町政に対
するご意見、ご質問とそれに
対する回答を紹介します。
　投稿者は年代と性別だけ表
示します。

　町政ポストはがきやＥメー
ルでご投稿いただいたご意
見・ご質問を広報にて紹介し
ます。あらかじめご了承くだ
さい。

　なお、投稿者や第三者のプ
ライバシーを害する恐れがあ
る場合など、投稿と回答の内
容によっては掲載しないこと
もあります。

町政ポスト

Ｑ＆Ａ

↑藤寄体育館脇の交差点



19　H29.1 広報聖籠

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ
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断
歩
道
付
近
で
、
横
断
歩
道
を
渡

ろ
う
と
す
る
人
が
い
た
ら
、
い
っ

た
ん
停
止
し
て
歩
行
者
を
優
先
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
運
転

さ
れ
る
方
は
十
分
安
全
運
転
に
心

が
け
て
通
行
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
藤
寄
体
育
館
お
よ
び
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
利
用
者
や
そ
の

保
護
者
に
対
し
、
優
先
道
路
側
に

止
め
な
い
よ
う
周
知
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
周
知
が
徹
底
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
改
め

て
管
理
人
お
よ
び
利
用
者
や
団
体

代
表
者
の
方
に
周
知
徹
底
を
図
る

と
と
も
に
、
道
路
脇
の
敷
地
内
に

「
路
上
駐
車
禁
止
」
の
看
板
を
設

置
し
、
注
意
喚
起
を
促
し
ま
す
。

　
な
お
、
藤
寄
体
育
館
の
プ
ー
ル

脇
の
道
路
は
、
昭
和
60
年
４
月
に

町
道
と
し
て
完
成
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
藤
寄
体
育
館
お
よ
び
プ
ー
ル

は
、
当
時
「
蓮
野
小
学
校
藤
寄
分

校
」
と
し
て
施
設
利
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
翌
昭
和
61
年
３
月
に
は

蓮
野
小
学
校
に
統
合
さ
れ
、
現
在

に
至
り
ま
す
。

　
統
合
を
見
据
え
た
時
期
で
の
道

路
整
備
に
あ
た
り
、「
地
区
の
児

童
た
ち
が
、
夏
休
み
期
間
中
、
蓮

野
小
学
校
の
プ
ー
ル
利
用
の
た
め

に
は
、
暑
い
中
、
長
い
距
離
を
歩

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、

地
元
保
護
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
プ

ー
ル
存
続
へ
の
強
い
要
望
に
応
え

た
こ
と
も
あ
り
、
や
む
を
得
ず
現

状
の
カ
ー
ブ
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
現
在
も
夏
期
に
プ
ー
ル

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
カ
ー

ブ
を
解
消
で
き
る
具
体
的
計
画
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
ま
た
、
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
出
し
方
を

�

教
育
し
て
く
だ
さ
い
！

　

モ
ラ
ル
の
低
い
人
が
多
い
！
！

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
、
も
っ

と
住
民
に
教
育
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
ご
み
と
燃
え
る
ご
み
を
袋
に

入
れ
て
出
し
て
い
る
人
が
な
ん
と

多
い
こ
と
か
！
分
別
し
て
い
る
自

分
が
ば
か
ば
か
し
く
な
っ
て
き
ま

す
！
今
の
生
ご
み
の
半
分
の
袋
が

あ
る
と
出
す
の
か
？

�

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

 

（
担
当
　
生
活
環
境
課
）

　
「
ご
み
の
出
し
方
」
に
つ
い
て

の
ご
意
見
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
町
で
は
分
別
回
収
し
て
い
る
古

紙
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
容
器
包
装
、
牛
乳
パ
ッ
ク
お

よ
び
生
ご
み
を
可
燃
ご
み
袋
に
入

れ
て
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を

禁
止
行
為
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
そ
の
よ
う
な
出
し
方
で
は

可
燃
ご
み
の
袋
を
そ
れ
だ
け
消
費

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
が
配

布
し
て
い
る
ご
み
袋
は
当
然
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
以
上
に

必
要
な
場
合
は
購
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
分
別
し
て
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

は
、
可
燃
ご
み
袋
を
有
効
に
利
用

す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
町
が

進
め
る
資
源
化
の
促
進
に
も
繋
が

る
こ
と
な
の
で
、
た
と
え
周
囲
の

人
が
取
り
組
ん
で
い
な
く
と
も
、

決
し
て
無
益
と
思
わ
ず
自
分
に
と

っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
っ
て

続
け
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
生
ご
み
専
用
袋
に
つ
い

て
は
、
自
然
界
の
微
生
物
に
よ
り

分
解
さ
れ
る
と
い
う
特
殊
な
も
の

で
コ
ス
ト
も
他
の
袋
よ
り
か
か
っ

て
い
る
た
め
、
当
面
サ
イ
ズ
を
変

更
ま
た
は
増
や
す
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
今
後
も
減
量
化
・
資
源

化
の
促
進
の
た
め
、
分
別
収
集
に

つ
い
て
よ
り
一
層
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

周
り
に
家
の
あ
る
場
所
で
の

焼
却
を
禁
止
に
で
き
な
い

�

で
し
ょ
う
か
？

　

前
に
も
書
い
て
い
る
人
が
居
ま

し
た
が
、
敷
地
内
で
の
ゴ
ミ
焼
却

の
事
で
す
。

　

木
な
ど
は
燃
や
し
て
良
い
事
に

な
っ
て
い
る
の
を
良
い
事
に
、
黒

煙
を
上
げ
て
木
で
は
な
い
物
も
一

緒
に
燃
や
し
て
い
る
人
が
居
ま
す
。

風
向
き
に
も
よ
り
ま
す
が
、
家
に

煙
が
直
で
来
て
、
朝
起
き
た
ら
家

の
中
が
真
っ
白
と
言
う
事
も
あ
り

ま
し
た
。

　

周
り
に
家
の
あ
る
場
所
で
は
禁

止
に
出
来
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

晴
れ
て
い
て
も
洗
濯
も
干
せ
ず
、

窓
も
開
け
れ
ず
、
と
っ
て
も
困
っ

て
い
ま
す
。
何
と
か
対
策
は
立
て

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
年
代
・
性
別
と
も
不
明
）

町
か
ら
の
回
答

 

（
担
当
　
生
活
環
境
課
）

　
「
ご
み
焼
却
」
に
つ
い
て
の
ご

意
見
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
一
般
的
に
ご
み
（
廃
棄
物
）
を

燃
や
す
こ
と
（
焼
却
）
は
、『
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
』
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
同
法
第
14
条
で
例
外
と
し

て
認
め
ら
れ
る
焼
却
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
に
「
た
き
火
そ
の
他
日

常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ

る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微

な
も
の
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま

す
が
、
あ
く
ま
で
軽
微
と
い
え
る

範
囲
に
と
ど
ま
り
、
家
庭
ご
み
な

ど
を
燃
や
す
こ
と
は
禁
止
行
為
で

す
。
ま
た
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で

あ
っ
て
も
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け

る
状
況
の
ま
ま
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
お
問
い
合
わ
せ
の
状
況
で
は
既

に
禁
止
行
為
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
直
接
注
意
で
き
な
け
れ

ば
役
場
や
警
察
に
通
報
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
町
で
は
今
後
禁
止
行
為

の
内
容
を
含
め
、
広
報
誌
に
掲
載

す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
啓
発
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お問い合わせ
　役場総務課 
　広報広聴係
　　（内線２２２）
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　お正月料理といえば、「おせち料理」ですね。みなさんのご家庭
では「おせち」食べますか？おせちには様々な意味が込められてい
ます。年の始まり、ぜひ、家族そろって一緒に食事を囲む文化を大切
にしたいですね。

〈おせちの特徴〉

●縁起を担いだ食材　
語呂合わせや、特徴から縁起のよい食材を使う。黒豆、数の子、田作りは特
に欠かせない「三つの肴」。

●日持ちする料理
お正月に台所で火を使わないという風習とお正月くらいは台所仕事を休もう
という考えから、調理法が工夫されています。

●重箱に詰める
めでたさを重ねるという縁起担ぎから。正式には五段重ですが、今は三段重
が多いよう。詰め方は地方により異なる。

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

町の宝で〜す
11月の乳児健診から

武仲 鈴
りん

 ちゃん

齊藤 奏
かなた

 ちゃん

𠮷田 煌
こう

 ちゃん

佐藤 実
み

咲
さき

 ちゃん

渡邊 あかり ちゃん

青木 莉
り あ

瑛 ちゃん

髙橋 亘
こうすけ

佑 ちゃん

伊藤 庵
いおり

 ちゃん

本間 優
ゆ ま

真 ちゃん

星野 蓮
は く

來 ちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４カ
月健診対象乳児を撮影しています。

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　保健衛生係　管理栄養士
　　　　　　　　　　　　　　　☎２７－６５１１

家族の「しあわせ」願うおせち

田
作
り

別
名
は
ご
ま
め
（
五
万
米
）

豊
作
を
願
っ
て

伊
達
巻

昔
は
、
大
切
な
文
書
や
絵
を

巻
物
に
し
て
い
た
こ
と
か
ら

か
ま
ぼ
こ

「
日
の
出
」を
表
す
縁
起
物

紅
は
め
で
た
さ
と
慶
び
を
、

白
は
神
聖
を
表
す

昆
布

「
喜
ぶ
」
の
「
こ
ぶ
」
に
か

け
て
、
煮
し
め
や
昆
布
巻

き
で
使
用

栗
き
ん
と
ん

黄
色
の
色
か
ら
、
財
産
と

富
を
得
る
縁
起
物

れ
ん
こ
ん

孔
が
開
い
て
い
る
こ
と
か

ら
見
通
し
の
良
い
一
年
を

願
っ
て

黒
豆

健
康
を
意
味
す
る
「
ま
め
に

働
く
」
の
語
呂
か
ら

海
老

老
人
の
よ
う
な
長
い
ひ
げ

と
腰
の
曲
が
っ
た
姿
か
ら
、

長
寿
を
願
っ
て
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み ん な の ひ ろ ば

自動販売機の中身さん 12歳

あんなパンマンさん 9歳

あすぽんさん 7歳

岩渕沙紀さん 11歳志村宝さん 7歳

　

投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ

さ
い
。

（
薄
い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）

　

住
所
と
名
前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
名
前
の
横

に
ペ
ン
ネ
ー
ム
『
○
○
○
』
と
書
い
て
く

だ
さ
い
）
１
カ
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け

付
け
ま
す
。

税についての作文
聖籠中学校３年 山口里

り か

歌さん 坂上大
だい

騎
き

さん 新発田税務署長賞を受賞
　国税庁ならびに全国貯蓄組合連
合会が募集した「中学生の税につ
いての作文」で、聖籠中学校３年
の山口里

り

歌
か

さんと坂上大
だ い

騎
き

さんが
入賞されました。
　新発田税務署管内の中学校から
７７３名の応募があり、優秀作品と
して２９名が入賞。山口さんは新発
田税務署管内税務団体協議会長
賞、坂上さんは聖籠町租税教育推
進協議会長賞を受賞しました。
　山口さんは「受賞するとは思って
いませんでしたが、うれしいです」
と、坂上さんは「うれしい気持ちで
す。ニュースなどで調べて作文を書
きました。（受賞は）予想していま
せんでした」とそれぞれ受賞の喜
びを話してくれました。
　税への意識向上に貢献いただき
ありがとうございました。

↑
入
賞
し
た
山
口
里
歌
さ
ん
（
左
）
と
坂
上
大
騎
さ
ん
（
右
）。

11
月
16
日
（
水
）、
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
納
税
表
彰
式
に
お

い
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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奨励賞

阿部 光
みつ

希
き

さん
山倉小学校２年

奨励賞

渡邉 隆
りゅうせい

盛さん
蓮野小学校２年

奨励賞

平野利
り

來
き

さん
亀代小学校３年

奨励賞

羽田理
り

桜
お

さん
山倉小学校３年

奨
励
賞

佐
藤
暖は
る

華か

さ
ん

蓮
野
小
学
校
４
年

奨
励
賞

杉
林 

佑ゆ
う

さ
ん

山
倉
小
学
校
４
年

奨励賞

宮澤 慧
け

衣
い

さん
亀代小学校３年

奨励賞

諏方 心
ここ

美
み

さん
山倉小学校１年

奨励賞

武藤 光
こう

永
えい

さん
蓮野小学校６年

奨励賞

富井 耀
あき

穂
ほ

さん
山倉小学校６年

奨励賞

羽田野 真
ま な と

叶さん
山倉小学校１年

奨励賞

小林 聖
こうき

さん
亀代小学校３年

奨励賞

佐藤 悠
ゆうせい

生さん
蓮野小学校４年

奨励賞

金山 杏
あん

奈
な

さん
山倉小学校１年

　子どもたちの美の祭典「第 47 回新潟県ジュニア美術展覧
会」（主催：新潟日報社、県教育委員会など）に入賞した町
の小中学生 16 名（聖籠中 1 年 髙橋尚

なお

輝
き

さん、山倉小 3 年 
髙橋優

ゆ

希
の

さんの作品は裏表紙に掲載）の作品をご紹介します。
　大切な校舎、楽しい思い出、のびやかに描かれたユニーク
な空想の世界など、豊かな感性で描かれた作品は見る者を惹
きつけます。

巡回展
　1 月 19 日（木）～ 24 日（火）
　　柏崎市ソフィアセンター
　1 月 28 日（土）～ 2 月 8 日（水）
　　県立近代美術館（長岡市）
　2 月 11 日（土）～ 16 日（木）
　　上越市市民プラザ

第47回  
新潟県ジュニア美術展覧会

入 賞 作 品
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　新潟日報社主催の県ジュニア展で、聖籠中学校
１年の髙橋尚

なお

輝
き

さんと山倉小学校３年の髙橋優
ゆ

希
の

さんが優秀賞を受賞しました。
　髙橋尚輝さんの作品名は「自然物の平面構成」。
「フルーツと野菜をデザインし、色を多く使って
楽しい感じを出しました。（優秀賞を）取ると思
わず驚きましたが、うれしいです。」と感想を話
してくれました。髙橋優希さんの作品名は「ス

ノードームできたー！！」。「スノードーム作りが楽
しかったので絵にしました。（優秀賞を受賞して）
うれしいです。」と感想を話してくれました。
　髙橋尚輝さん、髙橋優希さん、おめでとうござ
います。
　その他の入賞作品は 20 ～ 21 ページをご覧くだ
さい。

優
秀
賞

髙
橋 

尚な
お

輝き

さ
ん

　
聖
籠
中
学
校
１
年

優
秀
賞

髙
橋 

優ゆ

希の

さ
ん

　
山
倉
小
学
校
３
年


